
大学としての教員養成に対する理念 

本学の教職課程の最大の特色は、専門教育を基盤とした理数教員養成にある。その伝統を
継承し、本学の教職課程教育は、高度の専門教育を基盤とした教科に関する専門知識、学校
現場で活かすことができる授業実践力、多様な問題に対応できる生徒指導力、教員としての
職業モラルと職務遂行能力を有する教員を育成する。このために、以下の 4 つの能力の育
成に力を注ぐ。 

(1) 高度の専門教育を基盤とした教科に関する専門知識

教科指導力を支える重要な要素は、教員自身の専門教科に関する知識である。これは、専
門科目に関する単なる知識を指すものではなく、その知識の背景にある様々な事象に対す
る深い理解、さらにはその学問全体の真理を感じ悟ることによって初めて得られる高度な
認識を指すものである。この教科に関する専門知識があってこそ、中学生・高校生という発
達段階の異なる学習者に対して、誤りなく正確な知識を伝達することが可能となるため、本
学の教職課程では、高度の専門教育を基盤とした教科に関する専門知識を修得させる。 

(2) 学校現場で活かすことができる授業実践力

授業実践力は、「わかりやすい、おもしろい、ためになる」授業を行える力である。学校
現場で問われるのは、教員の専門科目に関する知識とともに、学習者の興味・体験・知識に
応じて、「いかにわかりやすく、おもしろく、学習者がためになったと感じられる授業をで
きるか」という授業実践力である。本学の教職課程では、その全科目を通じて、学生が学校
現場で授業を行うことを想定し、教材研究、教材開発、年間指導計画･単元･授業構成（指導
案の作成）、情報機器の活用、プレゼンテーション、生徒からの質問や予期せぬ行動への対
応、個別学習や小集団学習の統制といった学校現場で活かすことができる授業実践力を修
得させる。 

(3) 多様な問題に対応できる生徒指導力

学校現場では、生徒の多様な悩みや問題を解決する力、将来の夢や希望の実現を援助でき
る力といった生徒指導力が教員に求められている。学校現場における生徒指導力には、教育
相談（保護者面談・進路相談を含む）の力、生徒の実態把握や理解をするアセスメントの力、
問題解決やキャリア達成のための個別援助計画を作成する力、学校・家庭・関係機関と連携
するコーディネーションの力、同僚教員・保護者・地域の関係者に助言するコンサルテーシ
ョンの力、危機管理や危機対応の力等が必要であるため、本学の教職課程では、多様な問題
に対応できる生徒指導力を修得させる。 

東京理科大学教職教育センター



(4) 教師としての職業モラルと職務遂行能力の育成 

本学の教職課程では、授業や体験学習において、単に教職に必要な専門的知識や技術の習
得をめざすだけでなく、教員としての社会的使命や服務の理解、犯罪行為の防止教育を通じ
て、教員としての職業モラルを修得させる。同時に、社会人としての生きる力となる人間関
係形成能力、コミュニケーション能力、情報探索・活用能力、ストレス対処能力、意思決定
能力といった教員としての職務遂行能力を修得させる。 
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